
守山区翠松園緑地の東側にある花壇で活動をしている日下部氏が
「ゴーヤ（ウリ科）」に関連してセイロンウリを紹介してくれました。
セイロンウリはスリランカ地方が原産で「ヘビウリ」とも言い、細長く

成長していきます。発芽適温が３５度と高いため、日下部氏は種を撒いて
からはコタツの中で発芽を待ちます。発芽後の育て方はゴーヤと同じで、
収穫は実を触ってボリュームがあり固くなる前、だいたい７０㎝くらいの
大きさが食べごろになるそうです。さらに参加者の皆さんが一番興味があ
るセイロンウリの調理例なども話していただきました。
「毎月第２日曜・第１、第３木曜日に活動しており、
花壇も開放していますのでセイロンウリを見にお越
しください」と日下部氏からのお誘いがあり、後日、
当日の参加者さんとセイロンウリの苗を渡す交流も
ありました。
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２０２１年７月発行
事務局：（公財）名古屋市みどりの協会

「緑のカーテン栽培講座」

「緑のカーテン」としてゴーヤを一人２苗をお配りし、植付の時期や摘心の仕方、肥料
について、みどりの事業課川本課長から教えてもらいました。

２０２１年度の活動報告

開催日：5月11日（火）参加者：１５名

講習会で事例紹介もしました！

◎「セイロンウリ」を育ててます◎
≪花ネット会員≫二つ池の自然と緑を守る会代表 日下部氏

写真：2021.07.01撮影①セイロンウリ ②セイロンウリの花 ③活動花壇

ゴーヤの一番最初に咲くのは雄花なので、摘心し、子・孫つるを伸ばすこ
とで雌花が咲き実を付くこと、摘心箇所を苗を見て講師に質問しながら確
認することで、過去に育てたことがある方でも改めて育成方法を見直す機
会となりました。

①

②③

なごや花のまちづくりネットワークだより

・実も収穫して、カーテンになるよう頑張りたい
・摘心箇所を知ることができた

参加者の声

「ハナショウブ栽培講座」開催日：6月25日（金）参加者：１０名

鶴舞公園のハナショウブ管理をしている金剛技師から、１年間の鉢での
管理の話を聞き、実技では２品種（紫色・白色）のハナショウブを株分
けし５号鉢へ植え付けをしました。

ハナナショウブは、適度な土壌の湿り気があれば育てられ、適宜肥料を与
えていくこと、また比較的容易に株分けで増やせることを学べ、ハナショウブ栽培の挑戦意欲
につながりました。今回株分けしたハナショウブは順調に育てば来年花が咲きます。

・来年の開花が楽しみ
・湿地がないとだめだと思っていたので、家で育てられそう

参加者の声
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【分球方法】
①掘り出した球根に子球が付いていたら手で割る（分球）
※球根を覆っている茶色い皮をはがさないように注意

②分球後、来年の開花見込みのある球根を残す
～開花見込みのある球根～
肥えて丸みのあり
洋ズイセン（花径が大きいｽｲｾﾝ）であれば幅が３㎝以上の球根
ニホンズイセン（花径が小さいｽｲｾﾝ）であれば幅２㎝以上の球根

※傷ついている球根は除く
※開花見込みより小さい球根は、植付後開花に２年以上かかる

③秋（１０月～１１月）の植付適期まで、ネットに入れ風通しの良く涼しい暗所へ保存
※湿ったところなどに置くと、カビが生え球根が悪くなる

秋の講習会のご案内

日にち 時間 講座 場所
申し込み
締め切り

9月9日（木） 10時～11時 秋の種まき講座
鶴舞公園
緑化センター

＊8月20日
（金）

10月11日（月） 10時～11時
種ダンゴ
づくり

鶴舞公園
緑化センター

＊9月17日
（金）

🌼冬の講習
１２月中旬 10時～ 花壇管理について 鶴舞公園

緑化センター
後日案内

２月中旬 10時～ 交流会

※新型コロナウィルス感染症対策等により中止・延期等する場合がございます。

9月、10月の講習会の申し込みなどの詳細は、
「花ネット活動講習会 参加募集用紙」をご確認ください。

７月はスイセンの球根の掘り上げ・分球するタイミング！

皆さんの公園・ご自宅の花壇にスイセンはありませんか？
スイセンの葉が茶色くなり、なくなりかけているこの時期が掘り上げて
分球をするタイミングです。分球が進み、子球根が増えた球根は葉ば
かりが茂り、花が付かないです。
３年以上埋めっぱなしの球根、葉ばかりで花付きが悪い、ということ
であれば「分球」をし、開花見込みのある球根を救出しましょう！ 分球が必要な球根

幅

分球

❁球根の植付け❁
◎球根の植付けは１０月～１１月頃。
・水はけの良い土壌に植付け。水が溜まりやすい場所などは避ける
・球根３つ分の深さに植え付ける
※浅く植えると分球が進みやすく、葉ばかりが茂るようになります

・肥料は、植付時から開花まで適宜化成肥料や液体肥料を与える

スイセンの分球を行い、来春の開花を目指しましょう！


